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①
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

②
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

農
林
水
産
業
や
も
の
づ
く
り

産
業
な
ど
の
活
力
あ
る
産
業

の
も
と
で
、安
定
し
た
雇
用

が
確
保
さ
れ
、ま
た
、や
り
が

い
と
生
活
を
支
え
る
所
得
が

得
ら
れ
る
仕
事
に
つ
く
こ
と

が
で
き
る
岩
手

仕事・収入
豊
か
な
歴
史
や
文
化
を
受
け

継
ぎ
、愛
着
や
誇
り
を
育
ん

で
い
る
岩
手

歴史・文化
一
人
ひ
と
り
が
恵
ま
れ
た
自

然
環
境
を
守
り
、自
然
の
豊

か
さ
と
と
も
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
岩
手

自然環境
防
災
対
策
や
産
業
振
興
な
ど

幸
福
の
追
求
を
支
え
る
社
会

基
盤
が
整
っ
て
い
る
岩
手

社会基盤
男
女
共
同
参
画
や
若
者
・
女

性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ど

の
活
躍
、幅
広
い
市
民
活
動

や
県
民
運
動
な
ど
、幸
福
の

追
求
を
支
え
る
仕
組
み
が

整
っ
て
い
る
岩
手

参画

● 「より良い復興～４本の柱～」 ●

安
全
の
確
保

Ⅰ

①
生
活
・
雇
用

②
保
健
・
医
療
・
福
祉

③
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

④
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

⑤
市
町
村
行
政
機
能
支
援

暮
ら
し
の
再
建

Ⅱ

①
水
産
業
・
農
林
業

②
商
工
業

③
観
光

な
り
わ
い
の
再
生

Ⅲ

①
事
実
・
教
訓
の
伝
承

②
復
興
情
報
発
信

未
来
の
た
め
の
伝
承
・
発
信

Ⅳ

「
災
害
が
起
き
た
時
に
役
立
つ
し
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
命
を
守
れ
る

か
ら
、み
ん
な
に
も
防
災
を
知
っ
て

ほ
し
い
」と
多
恵
さ
ん
。今
は
防
災

介
助
士
や
防
災
士
の
勉
強
に
取
り

組
み
、さ
ら
に
防
災
へ
の
知
識
を
高

め
て
い
ま
す
。

　

自
身
も
被
災
経
験
者
で
あ
り
、

２
０
１
８
年
度
に
防
災
マ
イ
ス

タ
ー
に
な
っ
た
祐
一
さ
ん
は
、「
未

来
は
こ
の
子
た
ち
の
世
代
の
も
の
。

防
災
に
対
し
て
高
い
意
識
を
持
ち

続
け
て
欲
し
い
」と
、娘
の
姿
を
優

し
く
見
守
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
に
備
え
て

伝
え
て
い
き
た
い
！

命
を
救
う

防
災
の
大
切
さ

　

陸
前
高
田
市
で
は
、東
日
本
大
震

災
津
波
に
よ
る
被
害
を
教
訓
に
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
、防
災
に
関
す

る
知
識
や
技
術
を
持
つ
地
域
の
防

災
リ
ー
ダ
ー「
陸
前
高
田
市
防
災
マ

イ
ス
タ
ー
」の
養
成
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。そ
の
講
座
に
参
加
し
、

２
０
１
９
年
度「
キ
ッ
ズ
防
災
マ
イ

ス
タ
ー
」と
し
て
認
定
さ
れ
た
の

が
、米
崎
小
学
校
4
年
の
米
沢
多
恵

さ
ん（
９
）で
す
。

　

父
の
祐
一
さ
ん
が
講
座
を
受
講

す
る
際
、連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
の
を

き
っ
か
け
に
、防
災
に
強
く
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
多
恵
さ
ん
は
、

翌
年
度
、自
ら
受
講
を
希
望
。難
し

い
講
習
に
一
生
懸
命
向
き
合
い
、認

定
書
と
バ
ッ
ジ
を
手
に
し
ま
し
た
。

津波に直撃されながらも奇跡的に
残った、鉄筋3階建ての米沢商会の
ビル。このビルのてっぺんに逃げ九
死に一生を得た祐一さんは、「思い出
も詰まっている。津波の恐ろしさを
伝えるためにも残していきたい」と自
費で建物を保存・管理しています。

「防災のことを周りの人や友だちに伝えていきたい」と
いう多恵さんと、薄れることのない津波の記憶を自ら
〝語り部〟として伝えている父の祐一さん。（被災した
米沢商会ビルにて）

米沢商会新店舗にて、認定バッジと認定書
を見せてくれた多恵さん

第
１
回
キ
ッ
ズ
防
災
マ
イ
ス
タ
ー

米
沢 

多
恵 

さ
ん （
陸
前
高
田
市
）

復
興
の
バ
ト
ン

未
来
へ
つ
な
げ
!


